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Jun Sugimoto 原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」 3
　

日
本
原
子
力
学
会
は
七
月
七
日
、
二
〇
二
一
年
度

か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く

中
学
校
教
科
書
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
・
原
子
力
・

放
射
線
教
育
関
連
の
記
述
に
つ
い
て
行
っ
た
調
査

報
告
書
を
発
表
。
同
学
会
の
教
育
委
員
会
に
よ
る
継

続
的
取
組
で
、
こ
れ
ま
で
も
改
正
学
習
指
導
要
領
施

行
の
機
に
小
中
高
校
の
教
科
書
を
調
査
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
・
原
子
力
・
放
射
線
教
育
の
充
実
化
に

向
け
、
本
文
、
コ
ラ
ム
、
図
表
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
・

修
文
案
を
示
し
て
き
た
が
、
今
回
、
理
科
、
社
会
、

保
健
体
育
、
技
術
・
家
庭
の
計
一
三
社
・
三
五
点
の

中
学
校
教
科
書
を
対
象
に
実
施
し
た
。

　

報
告
書
で
は
、
全
般
と
し
て
「
出
版
社
独
自
の
工

夫
が
凝
ら
さ
れ
優
れ
た
教
科
書
と
な
っ
て
い
る
」
と

評
価
す
る
一
方
、
最
新
の
デ
ー
タ
・
図
表
の
使
用
と

本
文
と
の
整
合
性
に
気
配
り
し
た
編
集
、
原
子
力
・

放
射
線
に
関
す
る
用
語
の
正
し
い
使
用
を
求
め
、
発

展
的
学
習
に
関
し
て
は
、
生
徒
自
ら
の
多
角
的
な
意

見
を
引
き
出
す
工
夫
が
欲
し
い
な
ど
と
要
望
。
そ
の

上
で
、
教
科
書
の
記
述
・
編
集
に
関
し
、（
一
）
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
、（
二
）
わ
が
国
お
よ
び
世

界
各
国
の
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
状
況
、（
三
）

放
射
線
お
よ
び
放
射
線
利
用
、（
四
）
放
射
性
廃
棄
物
、

（
五
）
地
球
環
境
問
題
、（
六
）
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
に
つ
い
て
の
多
様
な
学
習
方
法
の
拡
充 

―
 

の

六
項
目
の
観
点
か
ら
提
言
を
示
し
た
。

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
関
連
し
た
事
項

に
関
し
て
は
、
概
ね
正
確
・
公
平
な
記
述
と
な
っ
て

い
た
が
、「
福
島
原
発
」、「
福
島
の
原
子
力
発
電
所
」

な
ど
の
表
記
は
、「
県
全
体
が
被
害
を
受
け
た
よ
う
な

風
評
被
害
・
差
別
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
し
て
、

「
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
」
や
「
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
」
と
す
る
よ
う
要
望
。

　

ま
た
、
放
射
性
廃
棄
物
に
関
連
す
る
記
述
は
、
一

部
の
教
科
書
に
留
ま
っ
て
い
る
ほ
か
、
使
用
済
燃
料

に
つ
い
て
、「
核
の
ゴ
ミ
」
と
い
っ
た
放
射
性
廃
棄
物

そ
の
も
の
と
誤
解
さ
れ
る
よ
う
な
表
現
が
あ
っ
た
。

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
地
選
定
に
向
け
て
、

北
海
道
の
寿
都
町
・
神
恵
内
村
で
昨
秋
文
献
調
査
が

始
ま
っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、「
将
来
に
向
け
た
こ
の
課
題

の
解
決
を
図
る
こ
と
の
重
要
性
」
か
ら
極
力
取
り
上

げ
る
と
と
も
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
や
環
境
保
全
に

係
る
課
題
を
学
ぶ
上
で
、
よ
り
正
確
な
記
述
と
な
る

よ
う
表
現
を
見
直
す
こ
と
を
要
望
し
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、

両
市
出
身
の
偉
大
な
化
学
者
（
そ
の
一
）
を
紹
介
し
た

い
。
ヨ
ハ
ン
・
ロ
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
一
八
二
一
年
に

現
チ
ェ
コ
の
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ト
近
郊
に
貧
し
い
小
作

人
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
三
九
年
に
は
ド
イ
ツ
語

圏
の
大
学
に
進
学
し
、四
一
年
に
は
ウ
ィ
ー
ン
に
渡
り
、

四
六
年
に
は
ウ
ィ
ー
ン
工
科
大
学
で
物
理
学
と
化
学

を
専
攻
し
て
卒
業
し
た
。
製
鉄
所
で
働
い
た
後
、
硝
酸

カ
リ
ウ
ム
を
製
造
す
る
会
社
を
設
立
し
た
が
会
社
は

倒
産
し
、
五
六
年
か
ら
は
ウ
ィ
ー
ン
の
中
等
教
育
学
校

の
教
師
と
し
て
働
い
た
。
六
六
年
に
は
ウ
ィ
ー
ン
大
学

に
職
を
得
、
六
八
年
に
助
教
授
、
七
二
年
か
ら
九
一

年
ま
で
物
理
化
学
の
教
授
を
務
め
た
。ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・

ボ
ル
ツ
マ
ン
の
師
匠
で
も
あ
っ
た
。
五
六
年
に
空
気

分
子
の
大
き
さ
を
初
め
て
気
体
運
動
論
的
に
決
定
し
、

六
一
年
に
は
ベ
ン
ゼ
ン
の
構
造
を
有
名
な
ケ
ク
レ
に

先
駆
け
て
発
見
す
る
な
ど
、
化
学
と
物
理
の
分
野
で

顕
著
な
業
績
を
あ
げ
た
。
六
五
年
に
ア
ボ
ガ
ド
ロ
定

数
の
計
算
を
行
っ
た
の
で
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
国
で
は
、

現
在
も
ア
ボ
ガ
ド
ロ
数
を
ロ
シ
ュ
ミ
ッ
ト
数
と
呼
ぶ

こ
と
が
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
大
学
化
学
研
究
所
の
大
講

堂
に
は
彼
の
名
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
二
一
区
に
彼

の
名
を
冠
し
た
通
り
が
あ
る
。

　

一
方
、
福
井
謙
一
博
士
は
、
一
九
一
八
年
に
工
場

経
営
、
外
国
貿
易
を
営
む
父
の
元
、
三
人
兄
弟
の
長

男
と
し
て
奈
良
県
生
駒
郡
平
城
村
に
生
ま
れ
た
。
少

年
時
代
は
大
阪
府
西
成
郡
玉
出
町
で
過
ご
し
た
。
中

学
時
代
に
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
を
こ
よ
な
く
愛
読
し

て
い
た
。
数
学
が
好
き
で
あ
っ
た
が
、
父
の
叔
父
に

当
た
る
喜
多
源
逸
京
大
教
授
の
「
数
学
が
好
き
な
ら

化
学
を
や
れ
」
と
い
う
一
言
に
触
発
さ
れ
、
京
都
帝

国
大
学
工
学
部
工
業
化
学
科
に
進
学
し
た
。
四
一
年

に
卒
業
後
、
同
大
学
院
入
学
と
同
時
に
短
期
将
校
と

し
て
燃
料
研
究
所
へ
入
所
。
四
三
年
に
燃
料
化
学
科

講
師
、四
五
年
に
助
教
授
、五
一
年
に
教
授
と
な
っ
た
。

五
二
年
に
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
軌
道
理
論
を
発
表
。
こ
れ
は

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
軌
道
と
呼
ば
れ
る
軌
道
の
密
度
や
位

相
に
よ
っ
て
分
子
の
反
応
性
が
支
配
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
世
界
の
化
学
界

に
衝
撃
を
与
え
た
。こ
の
業
績
に
よ
り
、八
一
年
に
ノ
ー

ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
。
メ
モ
魔
で
あ
り
、
枕
元
に
常

に
メ
モ
帳
と
鉛
筆
を
置
い
て
寝
て
い
た
と
い
う
。
諸

熊
奎
治
博
士
を
始
め
、多
く
の
著
名
な
化
学
者
を
育
て
、

京
都
工
芸
繊
維
大
学
学
長
、
基
礎
化
学
研
究
所
所
長

な
ど
を
歴
任
し
た
。
二
〇
〇
二
年
に
京
都
大
学
福
井

謙
一
記
念
研
究
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
た
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
ロ
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
二
月
号
で
ご

紹
介
し
た
ボ
ル
ツ
マ
ン
の
師
匠
で
あ
っ
た
こ
と
は
初

め
て
知
っ
た
。
生
徒
を
対
象
に
し
た
講
演
な
ど
で「
科

学
者
を
目
指
す
若
者
に
中
等
教
育
で
最
も
励
ん
で
欲

し
い
の
は
数
学
」
と
の
福
井
教
授
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

素
晴
ら
し
い
。
今
月
も
両
市
出
身
の
偉
大
な
化
学
者

を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、

編
集
部
に
撮
影
を
お
願
い
し
た
ウ
ィ
ー
ン
大
学
内
に

あ
る
ロ
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
胸
像
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
く
。
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杉本純の原子力の話Ⅱ 「ウィーンと京都」 の第１回からの全記事が次のサイトに掲載されています ：  http://wattandedison.com/Sugimoto.html
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■ 文化財の日 Tag des Denkmals　９月26日　９頁参照

毎年秋に開催する欧州評議会と欧州委員会の合同イベント「ヨーロッパ文化遺産の日」に、
オーストリアも参加している。昨年はコロナ禍で実行されなかったが、今年は「宗教・モダン
建築・日常」をテーマに９月26日に開催予定。ウィーンでは、フランス大使館やバハイ・センタ
ーなど、ふだん一般公開していない歴史的建造物も無料ガイドツアーで見学できる（オンラ
インによる事前予約が必要）。https://tagdesdenkmals.at/　９頁に詳細

https://www.jaif.or.jp/journal/japan/9051.html

在墺フランス大使館（４区） オーストリア・バハイ・センター （14 区）


